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今日のテーマ「勤労、公共の精神」 

使う教材「きゅうしょくとうばん」（光村図書） 

 「ぼく」は給食当番で，デザートのフルーツポンチをよそ

う担当になりました。どきどきしながら白衣を着ます。白玉

をみんなに同じ数でよそえるかと考えます。お盆に少しこぼ

したり，自分のところでみんなが待っていたりしましたが，

一生懸命よそっているうちに，どきどきが消えてきました。

最後をよそったとき，少ししか残っていない食缶を見て，先

生や友達に褒められます。次の給食当番のときには，一口も

残さずに配ろうと思う，「ぼく」のお話です。 

 みんなの役に立つことの嬉しさ，やりがい，自分の成長を

感じ取り，自分のやるべき仕事をしっかり行おうとする態度

を育てたいと考えています。 

育てたい心 

お話について 

授業の流れ 

ご家庭で 

クラスの係など、自分の仕事について発表する。 

１ 「ぼくのところで、みんながまっている。」とき、「ぼく」

はどんな気もちでよそっていたのでしょう。 

２ みんながにこにこして「いただきます。」といったとき、

「ぼく」は、どんな気もちだったでしょう。 

みんなのためにがんばってよかったことは、なんですか。 

一人一人がみんなのために働くことの大切さについて考え，集団の一員として自

分の役割を積極的に果たそうとする態度を育てることが大切であると考えます。 

ご家庭で，お子さんが自分の仕事に取り組んでいるときには積極的に褒め，次は

どんなめあてをもって仕事に取り組みたいか声をかけていただくとともに，子供た

ちが取り組んだ仕事が，周りの人のためになっていることも伝えていただけたらと

思います。 

 


